
南
禅
院
と
水
路
閣

口
円
Ⅲ
胴
四
　
赤
レ
ン
ガ
の
ロ
ー
マ
風
な
水
路

を
く
ぐ
っ
て
石
段
を
上
っ
た

一
段
高
い
所
に
あ

る
ｃ
離
宮
禅
林
寺
殿
の

「上
の
宮
」
遺
跡
で
南

祥
寺
発
祥
の
地
で
あ
る
。
応
仁
の
乱
後
久
し
く

荒
廃
し
て
い
た
が
、
元
禄
十
六
年

二

七
〇
三
）

徳
川
綱
吉
の
母
桂
昌
院
殿
の
寄
進
に
よ
り
再
建

さ
れ
た
。
方
丈
中
央
に
は
南
北
朝
時
代
作
と
み

ら
れ
る
亀
山
法
阜
の
御
木
像

（重
文
）
が
安
置

さ
れ
て
い
る
。
襖
絵
は
狩
野
常
信
と
其

の
子

如
川
、
随
川
の
作
で
あ
る
ｃ
幽
逮
な
庭
園
は
法

卑
遺
愛
の
林
泉
で
、
史
跡
及
び
名
勝
に
指
定
さ

れ
て
い
る
ｃ
築
庭
に
当

っ
て
竜
田
の
楓
を
移
植

し
、
井
手
の
蛙
を
放

っ
た
と
伝
え
ら
れ
る
ｃ
池

中
に
心
字
島
を
浮
か
べ
、
池
泉
廻
遊
式
庭
園
で

あ
る
。

□
円
回
囲
幽
　
法
堂
を
だ
ん
で
南
禅
院
と
対
照

的
な
位
置
に
あ
る
の
が
僧
堂
で
雲
水
修
行
の
道

場
で
あ
る
。
現
在
も
多
数
の
雲
水
が
刻
苦
精
励

坐
禅
に
い
そ
し
ん
で
い
る
。
塔
頭
寺
院
は
現
在

十
二
ケ
寺
、
名
国
、
茶
席
等
が
多
い
。
天
授
庵
、

帰
雲
院
、
金
地
院
、
聴
松
院
、
南
陽
院
、
真
乗

院
、
高
徳
庵
、
正
因
庵
、
牧
護
庵
、
慈
氏
院
、

正
的
院
、
光
雲
寺
が
そ
の
寺
々
で
あ
る
ｃ

ｏｏ
観
鮮
，

口
円
田
‐
土
‐
□
　
瑞
龍
山
人
平
興
国
南
禅
禅
寺
と

正
称
す
る
。
当
寺
は
、
禅
宗
の
臨
済
宗
南
禅
寺

派
の
大
本
山
で
あ
る
。

お
よ
そ
七
百
四
十
年
前
の
文
永
元
年

（
一
二

六
四
）
亀
山
天
皇
は
山
水
明
媚
の
当
地
を
愛
さ

れ
て
離
官
禅
林
寺
殿
を
営
ま
れ
た
ｃ
天
皇
は
そ

の
後
当
寺
の
開
山
仏
心
大
明
国
師
に
深
く
帰
依

さ
れ
て
法
皇
と
な
ら
れ
、
正
応
四
年

（
一
二
九

一
）
離
官
を
施
捨
し
て
禅
寺
と
さ
れ
た
。
開
山

は
大
明
国
師
、
開
基
を
亀
山
法
皇
、
ま
た
諸
堂

伽
藍
を
完
成
し
た
二
世
南
院
国
師
を
創
建
開
山

と
仰

い
で
い
る
ｃ

歴
史
上
の
特
色
は
京
都

「
五
山
之
上
」
に
列

せ
ら
れ
た
こ
と
、
当
時
最
も
傑
出
し
た
禅
僧
が

歴
代
住
持
と
し
て
住
山
し
た
こ
と
、
そ
の
結
果

五
山
文
学
の
中
心
地
と
し
て
栄
え
た
こ
と
な
ど

で
あ
る
。

創
建
当
時
の
伽
藍
は
室
町
時
代
明
徳
四
年
、

文
安
四
年
、
応
仁
元
年
の
三
回
火
災
に
遭

い
今

南祥寺参拝の手



狩
野
探
幽
筆

「水
呑
み
の
虎
」

は

一
宇
も
現
存
し
な
い
。
現
在
の
も
の
は
桃
山

時
代
以
降
の
再
興
で
あ
る
。

口
日
闇
闇
囲

（名
勝
指
定
庭
園
）

禅
寺
特
有

の
書
院
か
ら
、
ほ
の
あ
か
り
の
広
廊
下
を
進
む

と
方
丈

（清
凍
殿
）
広
縁
に
出
る
。
南
面
す
る

と
そ
こ
に
代
表
的
な
禅
院
式
枯
山
水
の
庭
園
が

あ
る
。
清
凍
殿
、
庭
園
、
借
景
の
羊
角
嶺
大
日

山
等
の
山
並
と
三
者
が
よ
く
調
和
し
て
、
優
雅

枯
淡
で
品
格
の
あ
る
借
景
式
庭
園
で
あ
る
。
巨

石
の
姿
か
ら
、
俗
に

「虎
の
児
渡
し
」
と
呼
ば

れ
、
江
戸
初
期
以
降
に
見
ら
れ
る
樹
木
と
石
組

を

一
ケ
所
に
ま
と
め
た
、
広
い
余
白
が
楽
し
め

る
有
数
の
名
園
で
あ
り
、
慶
長
年
間
小
堀
遠
州

の
作
庭
に
な
る
も
の
と
い
わ
れ
る
ｃ

一日
日
― ―
旧
□

（回
宝
）
　

大
方
丈
は
前
庭

に
面

し
た
こ
け
ら
葺
の
建
物
で
天
正
年
間
豊
巨
秀
吉

が
建
辻
寄
進
し
た
御
所
の
清
凍
殿
を
、
慶
長
十

六
年

（
一
六

一
一
）
後
陽
成
天
皇
よ
り
拝
領
移

丈
と
共
に

国
宝
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。
内
仏
は
重
文
の
平

安
時
代
作
の
聖
観
世
音
菩
薩
立
像

（現
在
は
生

物
殿
に
収
蔵
）
で
あ
り
、
襖
絵
は
狩
野
元
信
、

永
徳
の
稀
れ
に
見
る
傑
作
で
あ
る
。

小
方
丈
は
清
涼
殿
に
接
続
さ
れ
た
後
方
の
建

物
で
あ
る
。
桃
山
城
の
小
書
院
を
移
し
た
も
の

で
、
襖
絵
は
狩
野
探
幽
の
傑
作
と
い
わ
れ
、

「水
呑
の
虎
」
の
図
は
特
に
名
高
い
。

ロ
ロ
ー ー
目
□

　

「不
識
庵
」
は
昭
和
二
十
九
年

開
基
亀
山
法
皇
の
六
百
五
十
年
御
遠
諄
を
記
念

し
て
、
「窮
心
亭
」
は
昭
和
四
十
三
年

に
、

い

ず
れ
も
茶
道
宗
偏
流

一
門
の
寄
進
に
よ

っ
て
建

立
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
窮
心
亭
の
路
地
を
囲

ん
で
い
る
竹
垣
は
、
創
作
さ
れ
て

「南
禅
寺
垣
」

と
名
付
け
ら
れ
て
い
る
。

［田
日
― ―
日
日
　
本
坊
の
西
Ⅷ

一
段
低
い
所
に
建

っ

て
い
る
伽
藍
が
法
堂
で
あ
る
ｃ
豊
臣
秀
頼
の
寄

進
し
た
法
堂
は
明
治
二
十
八
年
焼
失
し
て
、
明

治
四
十
二
年
現
在
の
も
の
が
建
立
さ
れ
た
。
天

井
の
竜
は
今
尾
景
年
翁
単
生
の
大
作
で
あ
る
。

日
日
‐ ‐
‐
日日
‐
Ш

（重
要
文
化
財
）

法
堂

の
前
方

に
堂
々
と
釜
え
る
の
が
石
川
五
右
衛
門
の
伝
説

で
有
名
な
三
門
で
あ
る
。
寛
永
五
年

（
一
人
三

八
）
藤
堂
高
虎
公
が
大
阪
夏
の
陣
の
戦
没
者
慰

霊
の
た
め
に
寄
進
建
立
し
た
も
の
で
あ
る
。
楼

上
に
は
大
仏
師
左
京
の
作
に
な
る
釈
尊
像
、
十

建
し
た
も

の
で
あ
る
。

日
本
建

築

（寝
股

造
）
の
最

も
美
し
い

豊
か
さ
を

も

っ
た
構

築
が
見
ら

れ
、
小
方

六
羅
漢
像
が
安
置
さ
れ
、
内
部
の
極
彩
色
は
狩

野
探
幽
、
土
佐
徳
悦
の
合
作
と
伝
え
ら
れ
る
。

□
門
田
目
□

（重
要
文
化
財
）

一二
門
の
前
方

正
面
に
あ
る
間
が
勅
使
門
で
あ
る
。
寛
永
十
八

年
御
所
の

「
日
の
御
門
」
を
築
地
と
共
に
明
正

天
阜
よ
り
拝
領
し
た
も
の
で
あ
る
。


